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取り付け／取り扱い説明書  
 

 お取り付け及びご使用前に必ず本書をよくお読みく

ださい。 
 本書は大切に保管し、本製品を譲渡する場合は必ず

本書も譲渡してください 
 販売店殿――本商品お渡しの際、保証書およびユー

ザー登録ハガキに販売店印の押印、装着時走行距離および購入日

を記入してください。押印および記入がない場合は保証対象外と

なりますのでよろしくお願いします 
 ユーザー登録ハガキは必ずご返送ください。ご返送

ない場合は保証対象外となる場合があります 
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【１】 事前に準備いただくもの 
作業を開始する前に以下のものを事前に準備してください。 
注文は全国のトヨタ部品共販となります。 
 
部品（トヨタ純正） 
ウォーターバイパスジョイント １６３５５－５００７０ １個 
ウォーターバイパスジョイントガスケット １６３４１－５００２０ ２個 
ウォーターインレットＯリング ９６７６１－３５０３５ １個 
ウォーターバイパスパイプＯリング ９６７６１－２４０１９ １個 
インテークマニホールドツーヘッドガスケット １７１７１－５００３０ ２個 
パルセーションダンパーホースガスケット ９０４３０－１２０２６ １個 
フエルポンプホースガスケット ２３２３２－４１０８１ １個 
スロットルボディガスケット ２２２７１－５００５０ １個 
インジェクターＯリング ９０３０１－０７０３７ ８個 
インジェクターインシュレーター ２３２９１－４１０１０ ８個 
パイプフエルデリバリインレットガスケット ９０４３０－１４００８ ４個 
 
 
 



 

2 

【２】 はじめに 
このたびは、トムスハイパーコンプレッサーキット（ランドクルーザー２００（ＵＺＪ２００

Ｗ用）をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。本製品の取り付けを以下に記します。正し

い取り付けをお願いいたします。本取り付け説明書は、「自動車整備技能検定３級合格者」程度の

方を対象に記述してあります。用語等で不明な点は、整備解説書等をご参照ください。なお、取り

付け等に関するお問い合わせは、当社技術までお問い合わせください。本製品の内容及び付属品は、

改良のため予告無く変更することがございます。本取り付け説明書は各車両の脱着分解図を掲載し

てあります。更に詳しい内容については、各車両の修理書を参照して下さい。 

【３】 適応車種 
 本製品は以下の車種に対応しています。（Ｈ２０年１０月現在） 

トヨタ ランドクルーザー２００（ＵＺＪ２００Ｗ） Ｈ１９年（２００７）９月～ 

【４】 ご使用時の注意事項 
以下の注意事項を守らない場合、エンジンの破損に伴う事故となる場合がありますので十分ご注意く

ださい 
１，本製品を装着すると、エンジンの燃焼効率が改善され、エンジンの性能が向上いたします。ブレー

キの性能を確認し、十分な制動力を確保して走行してください。 
２，エンジンの過回転（回転計の「レッドゾーン」以上の使用）はエンジン破損につながります 
３，装着後、エンジンチェックランプが点灯したり、エンジンに著しい異常（振動、異音、黒煙の排出

等）を感じた場合はただちに使用を中止し販売店等に連絡してください 
４，取り付け後、数キロ走行した後に、ボルトの緩みやベルトの干渉、ガソリン、冷却水の漏れ等をチ

ェックしてください。 
５，ガソリンは必ず「無鉛ハイオク」をご使用ください。レギュラーガソリンや粗悪ガ

ソリンを使用するとノッキングをおこしエンジンが破損する場合があります。 
６，エンジンオイル・オートマチックトランスミッションオイルは通常よりこまめに交換してください 

推奨交換時期 エンジンオイル５０００ＫｍごとＡＴＦオイル２０，０００Ｋｍごと 
７，Ｖベルトは亀裂、ゆるみ、部品との干渉などをこまめに点検してください。 

【５】 エンジンＥＣＵについて 
１.車両に装着されている純正ＥＣＵに下記の送付用紙をコピー添付して弊社に発送してください。 

その際、純正ＥＣＵに装着されている取り付けブラケットを必ず外しお客様にて管理してください。 
２.純正ＥＣＵをＴＥＣⅡに変更の際、弊社に純正ＥＣＵ到着後、１週間程度車両が動かせなくなる旨、

ご了承下さい。 
３.お客様より弊社に送付される際の運賃はお客様にてご負担ください。 
■送付先  〒158-0082 東京都世田谷区等々力 6-13-10 ㈱トムス 営業部宛  

TEL03-3704-6191／FAX03-3704-9486 

TOM’S T.E.C.Ⅱ送付用紙  for HYPER COMPRESSOR KIT  

お客様お名前  ＴＥＬ 

住所（お客様用）  
 

ご担当販売店名 
ご担当者  ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

住所  
 

共販・代理店 
ご担当者  ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

住所  

直
送
先
（
○
印
必
ず
記
入
） 
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【６】 保証について 
本製品について製造上の不具合が発生した場合、下記の期間と条件に従ってこれを無

償修理（保証修理）いたします。保証修理は部品の交換または補修により行います（製

品の返品等はお受けいたしません）。また、取り外した不具合部品は（株）トムスの

所有となります。 
［１］ 保証期間 

 保証修理の対象期間は以下の通りです 

製品お買いあげ後１年間。但し期間内であっても装着後走行距離２０.０００Ｋｍまで 
 
［２］ 保証の受け方 
保証を受ける場合は、販売店に車両を持ち込み、保証書を提示の上保証修理をお申し付けく

ださい。原則として不具合部位を取り外し、（株）トムス宛ご返却いただき、調査後トムス

にて現品を修理もしくは交換しご返却いたします。 
 
［３］ 保証をしない事項 

 上記保証期間内であっても、下記の場合は保証の対象外となります 

１, 本書に添付されている保証書に販売店押印、装着時走行距離および購入日の記載のな

い場合、または字句を書き換えられた場合 
２, 保証書の提示がない場合 
３, 使用損耗あるいは経年変化による劣化など、製造上の不具合と認められない場合 
４, 登録後４年を経過した車両または走行距離が５００００Ｋｍ超えるエンジンに装着

した場合 
５, 輸送中の不具合 
６, レース・ラリー等通常の使用状態と異なる使用方法による破損・不具合 
７, 指定のガソリン（無鉛ハイオク）以外のガソリンおよび粗悪ガソリン等の使用による

不具合 
８, エンジンオイル・ＡＴＦオイルのメンテナンス不良に起因する不具合 

（推奨メンテナンス；エンジンオイル５，０００Ｋｍごと、ＡＴＦオイル２０，００

０Ｋｍごと交換） 
９, 地震、台風、水害等の天災並びに事故、火災によるもの。また薬品、融雪剤、塩害、

飛石等の外部要因によるもの 
１０, 消耗品（Ｖベルト、ゴムホース類、ガスケット等）の破損・不具合 

１１, 本書に指示のある調整以外の調整をおこなった場合（例、規定以上にブーストを上

げた場合など）、また、純正およびトムス指定以外の吸排気系部品や電子部品の装着

によるもの 
１２, 取り付け作業時や分解時のまちがい、不備 
１３, 機能上影響ない「感覚的現象」および本製品特有の現象 
1) コンプレッサーの過給音等（過給時キーン音、クラッチ断続時のカチャッ音など） 
2) 機能上差し支えないオイルにじみ 
3) 本製品が主原因でない振動・ハーシュネス 

 
［４］ 保証対象外費用 

 以下に示すものの費用は負担いたしません 

１, 自動車を使用できなかったことによる不便さおよび損失等（電話代、レンタカー代、

宿泊費、休業補償、営業損失等） 
２, 脱着工賃 
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【７】 構成部品表 
 

イラスト No, 品 名 品 番 個数/台 

11255 エンジンカバーステーＦ r ＲＨ（ランクル２００） 11255 TUJ20 1

11256 エンジンカバーステーＦ r ＬＨ（ランクル２００） 11256 TUJ20 1

12261 ブローバーホース RH（ランクル２００） 12261 TUJ20 1

12262 ブローバイホースＬＨ（ランクル２００） 12262 TUJ20 1

13610 コンプレッサーＡＳＳＹ 13610 T3UZ1 1

13750 フエルパイプブラケットＮｏ，１ 13750 TUJ20 1

13751 ノーズステー 13751 TUJ20 1

13808 スペーサー，デリバリーパイプ 13808 TUJ20 3

13809 スペーサー，ＬＨ，デリバリーパイプ 13809 TUJ20 1

13884 フエルパイプブラケットＮｏ，２ 13884 TUJ20 1

16261 スロットルヒーターホース，Ｎｏ，１ 16261 TUJ20 1

16263 スロットルヒーターホース，Ｎｏ，２ 16263 TUJ20 1

16264 ウォーターバイパスホース 16264 TUJ20 1

16277 ウォーターバイパスパイプ，Ｎｏ，１ 16277 TUJ20 1

16278 ウォーターバイパスパイプ，Ｎｏ，２ 16278 TUJ20 1

16279 ウォーターバイパスパイプ，Ｎｏ，３ 16279 TUJ20 1

16280 ブラケット，ウォーターバイパスパイプ 16280 TUJ20 1

16290 ウォーターポンプ 16290 T3UZ0 2

16291 ウォーターポンプステー 16291 T3UZ0 1

16292 ウォーターポンプクランプバンド 16292 T3UZ0 2

16356 テーパースクリュープラグ 16356 TUJ20 1

16361 Ｖリブドベルト 16361 TUJ20 1

16510 インタークーラーラジエターＡＳＳＹ 16510 T3UZ0 1

16511 インタークーラーラジエタートレー 16511 T3UZ0 1

16512 インタークーラーラジエターステー(UZJ200) 16512 TUJ20 1

16517 インタークーラーラジエターロアステーＲＨ(UZJ200) 16517 TUJ20 1

16518 インタークーラーラジエターロアステーＬＨ(UZJ200) 16518 TUJ20 1

16519 プレートナット，インタークーラーラジエター 16519 TUJ20 1

16551 ポンプ to ラジエターホース No,1 16551 T3UZ0 1

16552 ポンプ to ラジエターホース No,2 16552 T3UZ0 1

16553 インタークーラーインレットホース（ランクル２００） 16553 TUJ20 2

16554 インタークーラーアウトレットホース 16554 T3UZ0 1

16556 リザーブタンクホース（ランクル２００） 16556 TUJ20 1

16557 リザーブタンクホースバンド 16557 T3UZ0 4

16558 リザーブタンク用３ウエイ 16558 T3UZ0 1

16561 ガイド，インタークーラーホース 16561 TUJ20 1

16570 パイプ，ラジエターアッパー 16570 TUJ20 1

16571 ラジエターアッパーホース，Ｎｏ，１ 16571 TUJ20 1

16572 アウトレットホースバンド 16572 T3UZ0 2

16573 インレットホースバンド 16573 T3UZ0 8

16574 ラジエターアッパーホース，Ｎｏ，２ 16574 TUJ20 1

17171 ガスケット，インテークマニホールド 17171 50020 2

17182 アダプター，インテークマニホールド 17182 TUJ20 2

17341 ステー，ＶＣＶ 17341 TUJ20 1

17343 カラー，バキュームパイプ 17343 TUJ20 1

17875 エアインレットダクト 17875 TUJ20 1

17881 エアインレットホース 17881 TUJ20 1

17882 ホース，エアインレットダクト 17882 TUJ20 1
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イラスト No, 品 名 品 番 個数/台 

17883 ホースクランプ９０－１００ｍｍ 17883 TUJ20 2

17884 ホースクランプ１００－１１０ｍｍ 17884 TUJ20 2

22031 アダプター，スロットルボディ 22031 TUJ20 1

22271 Ｏリング，スロットルボディアダプター 22271 TUJ20 1

23280 フエルプレッシャーレギレーター 23280 TUZ20 1

23801 フエルラインＮｏ，１ 23801 T2UZ0 1

25711 ブラケット，エアスイッチバルブ 25711 TUJ20 1

25713 エアインジェクションホース 25713 TUJ20 1

82216 ウォーターポンプハーネス（ＵＺＪ２００） 82216 T2UZ0 1

82217 マグネットクラッチハーネス 82217 T3UZ0 1

82711 ワイヤーハーネスバンド 82711 16830 3

89600 エンジンＥＣＵ（ＴＥＣⅡ） 89600 TUZ20 1

9011B ホースプロテクター（メッシュタイプ）#12*760 90112 T0760 1

9011C ホースプロテクター（メッシュタイプ）#12*460 90112 T0460 1

9011D ホースプロテクター（メッシュタイプ）#12*470 90112 T0470 1

9011E ホースプロテクター（メッシュタイプ）#12*280 90112 T0280 1

9012B ホースプロテクター（メッシュタイプ）#19*430 90119 T0430 1

9012C ホースプロテクター（メッシュタイプ）#19*1800 90119 T1800 2

9012D ホースプロテクター（メッシュタイプ）#19*360 90119 T0360 1

9013B ホースプロテクター（メッシュタイプ）#30*1150 90130 T1150 1

90210 コルゲートチューブ φ１０*２６０ｍｍ 90210 T0260 1

90464 ホースクランプ 90464 00410 2

90999 バキュームホース 90999 T2UZ0 1

9304A タイラップバンド ４．５ 93045 T0130 1

96136 バンド，ラジエターアッパーホース 96136 54801 2

BB815 ボタンキャップボルト M8x1.25x15 J1174 08152 1

BC618 キャップボルト M6x1.0X18 J1176 06182 4

BC655 キャップボルト M6x1.0X55 J1176 06552 1

BC812 キャップボルト M8x1.25x12 J1176 08122 1

BC820 キャップボルト M8x1.0X20 J1176 08202 2

BC860 キャップボルトワッシャーつき M8x1.0X60 J1176 18602 6

BF612 フランジ付六角ボルト M6*1.0*12 J1189 06122 9

BF620 フランジ付き六角ボルト M6x1.0x20 J1189 06202 1

BF650 フランジ付六角ボルト M6*1.0*50 J1189 06502 1

BF812 フランジ付き六角ボルト M8x1.25x12 J1189 08122 1

BF815 フランジ付き六角ボルト M8x1.25x15 J1189 08152 1

BF825 フランジ付六角ボルト M8*1.25*25 J1189 08252 1

BS615 サラキャップボルト M6x1.0x15 J1194 06152 2

NL68A ロックナット M6X1.0 J1181 16800 7

SB865 スタッドボルト M8x1.0X65 J1173 08650 4

WP613 平ワッシャーM6 J1256 06132 1

Z0001 取扱説明書 Z0001 SP001 2

Z0010 Ｖリブドベルトラベル・フエルコーションラベル Z0010 SP001 1

 



 

6 

【８】 構成部品図 
→ 構成部品表のイラスト番号と対応しています。 
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構成部品図２
下段は締め付けトルクを示す
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【９】 取り付け 
［１］ 純正部品はずし 
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脱着部品図を参照して以下の部品をはずす 
１, 燃料流出防止作業 
1) エンジンルームジャンクションブロックカバー

をはずす 

2) サーキットオープニングリレーをはずす 

3) エンジンを始動する 

4) エンジンが自然に停止したあと、イグニッショ

ンスイッチを OFF にする 

→ ダイアグコード P1603(エンスト検出 )および

P0171/25(リーン異常)が検出される場合がある

ため作業終了後ダイアグコードを点検/消去を行

なう 

→ 再度エンジンをクランキングし、始動しないこと

を確認する 

5) フエルタンクキャップをはずし、フエルタンク

内の圧力を抜く 

6) バッテリーのマイナスターミナルを切り離す 

→ エアバッグ·プリテンショナーシステムはバック

アップ電源を備えているため、バッテリーのマイ

ナスターミナルをはずしてから 90 秒経過しない

うちに作業を開始するとエアバッグが作動する

おそれがある 

→ HDD ナビゲーションシステムは IG OFF 後、

約 6 分間で各種メモリーおよび設定などを記憶

するため、必ず IG OFF 後、6 分 以上経過し

てからバッテリーマイナスターミナルを切り離

す 

 
２, ラジエター サポート シール UPR はずし 
1) クリップ 7 個をはずし、ラジエータサポートシ

ール UPR をはずす 

 
 
 
 
 

３, フロントフェンダ メインシールはずし 
1) クリップリムーバーを使用して、クリップのか

ん合 3 箇所をはずしフロントフェンダメインシ

ール LH をはずす 
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４, フロントワイパアームはずし 
1) ウィンドシールドワイパアームカバーをはずす 

2) フロントワイパアームナットをはずし、フロン

トワイパアームをはずす 

3) ウォッシャーホースを切り離す 

4) クリップリムーバーを使用してクリップ 2 箇所

をはずす 

5) ツメのかん合 17 箇所をはずし、カウルトップ

ベンチレータルーバーをはずす 

 

 

 
５, エンジンアンダーカバーNO.1 はずし 
1) ボルト 6 本をはずしエンジンアンダカバーNo.1

をはずす 

 
６, 冷却水抜き取り 
1) ラジエータドレーンコックプラグをゆるめる 

2) ラジエータキャップを取りはずし、冷却液を抜

き取る 

3) シリンダブロックウォータドレーンコックプラ

グ 2 個をゆるめ、エンジン内の冷却液を抜き取

る 

 
７, Ｖバンクカバーはずし 
1) ナット 2 個をはずす 

2) カバー前側に両手をかけ、上方に持ち上げてカ

バーを車両前方にスライドさせて、V バンクカ

バーをはずす 

 

 

 

 

 

 
８, エアクリーナーホース ASSY はずし 
1) ベンチレーションホース No.エアクリーナーホ

ーストランスミッティングホースを、エアクリ

ーナーホース ASSY から切り離す 

2) ホースクランプ 2 個をゆるめ、エアクリーナー

ホース ASSY をはずす 
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９, バンクカバーブラケット,NO. 2 はずし 
1) ボルト 2 本をはずし、バンクカバーブラケット

No.2 をはずす 

 

 

 

 

 

 

 

 
１０, ウォーターバイパスパイプ NO.2 はずし 
1) クランプ 2 箇所をはずし、ヒーターウォーター

インレットホースおよびウォーターバイパスホ

ース No.5 をウォーターバイパスパイプ No.2 か

ら切り離す 

2) クランプ 2 箇所をはずし、ウォーターバイパス

ホース No.2、ウォーターバイパスホース No.3

をウォーターバイパスパイプ No.2 から切り離

す 

3) ウォーターバイパスホース No.2 をウォーター

バイパスパイプからはずす 

4) ウォーターバイパスホース No.3 をウォーター

バイパスジョイント RR からはずす 

 
１１, フエルホース切り離し 
1) フエルホースクランプをフエルホースおよびフ

エルホース No.2 からはずす 

2) フエルホースコネクターをつまみ、フエルホー

スをフエルパイプから切り離す 

⇒ 作業前にフエルホースコネクター部に付着

した泥などの異物を取り除く。 
⇒ フエルホースコネクターは、O リングにより

フエルホースコネクターとパイプをシール

しているため、接続部の傷つきおよび異物の

付着に対して十分注意して作業を行う。 
⇒ 脱着作業は必ず手で行い、工具などを使用し

ない。 
⇒ フエルホース切り離し後、接続部をビニール

袋で保護する。 
⇒ フエルホースコネクターとパイプが固着し

ている場合は、押したり引いたりして固着を

解除してから引き抜く 
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１２, ベンチレーションホース NO.2 はずし 
1) ベンチレーションホース No.2 をはずす 

2) バキュームトランスミッティングホースからク

ランプを切り離す 

3) バキュームトランスミッティングホースをフエ

ルプレッシャレギュレータ ASSY からはずす 

 
 
 
 
 

１３, バキュームコントロールバルブセット取

りはずし 
1) バキュームホースおよびバキュームスイッチン

グバルブホース 2 本をバキュームコントロール

バルブセットから切り離す 

2) コネクター2 個を切り離す 

3) ボルト 2 本をはずし、バキュームコントロール

バルブセットをはずす 
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１４, ウォーターバイパスホース切り離し 
1) ウォーターバイパスホースをスロットルボディ

ASSY から切り離す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１５, ウォーターバイパスホース NO.7切り離

し 
1) ウォーターバイパスホース No.7 をスロットル

ボディ ASSY から切り離す 

2) ベンチレーションホースを取りはずす 

3) コネクターをスロットルボディ ASSYから切り

離す 

 
 
 
 
 

１６, インテークマニホールドはずし 
1) コネクターを切り離す 

2) フエルベーパーフィードホース No.1 をバキュ

ームスイッチイングバルブ ASSY No.1 より切

り離す 

 
 
 
 
 
 
 

3) コネクターを切り離す 

4) クリップリムーバーを使用して、ワイヤハーネ

スクランプ 2 箇所を切り離す 

→ マニホールドからハーネスブラケットとボルト

をはずす 
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5) ワイヤハーネスクランプ 2 箇所をフエルデリ

バリパイプから切り離す 

6) フエルインジェクタコネクターを 8 箇所切り

離す 

 
 
 
 
 
 
 

7) ボルト 2 本をはずし、ワイヤハーネスをずらす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

8) ボルト 6 本およびナット 4 個をはずし、インテ

ークマニホールドをはずす 

9) インテークマニホールドよりガスケット 2 個

をはずす 

 
１７, スタッドボルトはずし 
1) シリンダーヘッドのインテークマニホールド

取り付け用スタッドボルト４本をはずす 

→ スタッドボルトプーラーまたはバイスプライヤ

ーを使用する。はずれない場合は、ナットをダ

ブルに取り付け下側ナットをゆるめ方向に回す

と同時にバイスプライヤーを併用するとよい 

 
１８, スロットルボディ-ASSY はずし 
1) ボルト 3 本およびナットをはずし、スロットル

ボディ ASSY をはずす 
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１９, バキュームスイッチイングバルブ 

ASSY, NO.1 取りはずし 
1) フエルベーパーフィードホースをインテーク

マニホールドより切り離す 

2) ボルトをはずし、バキュームスイッチイングバ

ルブ ASSY, No.1 をはずす 

 
 
 
 
 

２０, フエルデリバリパイプ取りはずし 
1) ボルト２本をはずし、フエルプレッシャーレギ

レーターをはずす 

2) ナット 4 個をはずし、フエルデリバリパイプお

よびフエル デリバリーパイプ No.2 を真上へ

引き上げてはずす 

3) インジェクター バイブレーションインシュレ

ータ 8 個をインテークマニホールドからはず

す 

 
 
 

２１, ウォーターバイパスパイプ取りはずし 
1) コネクターを切り離す 

2) ウォーターバイパスパイプからワイヤハーネ

スクランプを切り離す 

3) バキュームスイッチングバルブホース 2 本を

ウォータバイパスパイプクランプから切り離

す 

4) ボルトをはずし、ウォーターバイパスパイプを

はずす 

5) ウォーターバイパスパイプより O リングをは

ずす 

 

 
２２, エアインジェクションシステム ホース 

NO.2 取りはずし 
1) エアインジェクションシステムホース No.2 を

はずす 
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２３, エアスイッチングバルブ ASSY はずし 
1) エアプレッシャーセンサからコネクターを切

り離す 

2) エアスイッチングバルブ ASSY からコネクタ

ーを切り離す 

3) バキュームホースをエアプレッシャーセンサ

およびエアスイッチングバルブ ASSY からは

ずす 

 

 

 

 

4) ボルト 2 本をはずし、エアスイッチングバルブ

ASSY をはずす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２４, ラジエター グリル取りはずし 
1) スクリューを 3 本はずす 

2) クリップ 2箇所およびツメ 8箇所のかん合をは

ずし、ラジエターグリルをはずす 

 
 
 
 
 
 
 
 

２５, ラジエータサイドカバー RH 切り離し 
1) クリップリムーバーを使用してクリップ 4 個

をはずし、ラジエータサイドカバーRH を切り

離す 
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２６, ラジエター ホース NO.1 はずし 
1) ホースクランプ 2 箇所をはずし、ラジエターホ

ース No.1 をはずす 

 

 
２７, ウォーターインレットハウジングはずし 
1) ボルト 2 本をはずし、ウォーターインレットハ

ウジングをウォーターポンプ ASSY およびウ

ォーターバイパスジョイント FR からはずす 

2) ウォーターインレットハウジングから、O リン

グをはずす 

 

 
２８, E.F.I. ウォーターテンパラチャはずし 
1) E.F.I. ウォーターテンパラチャのコネクター

を切り離す 

2) ディープソケットレンチ(19mm)を使用して

E.F.I. ウォーターテンパラチャおよびガスケ

ットをはずす 

 
 
 
 
 

２９, ウォーターバイパスジョイント FR はず

し 
1) ナット 4 個をはずし、ウォーターバイパスジョ

イント FR およびガスケット 2 個をはずす 

 
 
 
 
 
 
 

３０, ファン＆オルタネータ V ベルトはずし 
1) ベルトテンショナのプーリセットボルトに工

具を掛け、ベルトテンショナを左に回転させて

張力をゆるめ、V ベルトを取りはずす 

⇒ プーリセットボルトは左ねじを使用してい

るため、右回転させるとプーリセットボルト

がゆるむ 
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［２］ コンプレッサー本体取り付け 
１, エアスイッチングバルブ取り付け 
1) 25711 ブラケット、エアスイッチングバルブを

BC820 ボルトおよび BB815 ボルトで取り付け

る 

⇒ 締付けトルク 16N.m(163Kgf.cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 前述２２－1)ではずしたエアインジェクショ

ンシステムホース No.2 を２０ mm カットして

エアスイッチングバルブ（ＡＳＢ）に取り付け

る 

→ バンドは再使用する 

3) 25713 エアインジェクションホースをＡＳＢ

に取り付ける 

4) はずしたボルト２本を使用してＡＳＢを

25711 ブラケットに取り付ける 

⇒ 締付けトルク 16N.m(163Kgf.cm 
5) コネクターを取り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２, ウォーターバイパスパイプ・ホース交換 
1) 16264 ウォーターバイパスホースに 9012B ホ

ースプロテクターを取り付ける 

→ メッシュの端面を広げてホースに通し、メッシ

ュをふくらませながらホースに入れていく 

2) 新品の O リング(96761-24019)に石けん水を塗

布し、16277 ウォーターバイパスパイプ No,1

のフロント側先端に取り付ける 

3) 16277 ウォーターバイパスパイプ No,1、16264

ウォーターバイパスホース、16279 ウォーター

バイパスパイプ No,3 を取り付ける 

→ バンドは純正を再使用する（前述［１］１０―1）

2)参照） 

→ バイパスパイプNo,1の取り付けボルトはあとで

取り付ける 

 

 

BC820 

BB815 

25711

ＡＳＢ

ホースを 20mm カット 

25713

ホース

ボルト 

 

16264ウォーターバイパス

ホース 

16277ウォーターバイパス

パイプ No,1 

16279 ウォーターバイパ

スパイプ No,3 
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4) 16279 ウォーターバイパスパイプ No,3 にウォ

ーターバイパスホース No,5 を取り付ける 

→ バンドは純正を再使用する（前述［１］１０―1）

2)参照 

⇒ ホースとボディが干渉しないように（１０

mm 以上のすきま確保）、ホースやパイプブ

ラケットなどを調整する 

 
 
 

３, ウォーターバイパスジョイント交換 
1) 別途購入したウォーターバイパスジョイント

Fr(16355-50070)およびガスケット 16341-50020

をボルト４本で取り付ける 

→ ボルトは再使用する 

→ 16277 ウォーターバイパスパイプ No,1 を共締め

する 

⇒ 締付けトルク 18N.m(184Kgf.cm) 
2) ディープソケットレンチ (19mm)を使用して

E.F.I. ウォーターテンパラチャおよびガスケッ

トを取り付ける 

⇒ 締付けトルク 18N.m(184Kgf.cm) 
3) E.F.I. ウォーターテンパラチャのコネクターを

取り付ける 

4) 16356 テーパースクリュープラグにシール剤を

塗布してウォーターバイパスジョイント Fr に

取り付ける 

⇒ 締付けトルク 18N.m(184Kgf.cm) 
5) ウォーターインレットハウジングをとりつける 

⇒ 締付けトルク 18N.m(184Kgf.cm) 
→ Ｏリングは新品を使用する(96761-35035) 

 
４, アダプター、インテークマニホールド取り

付け 
1) BS865 スタッドボルトを［１］-１７ではずし

たスタッドボルトの位置に取り付ける 

→ ナットをダブルに取り付け上側ナットを締め付

ける 

⇒ 締付けトルク 18N.m(184Kgf.cm) 
2) 17182 アダプター，インテークマニホールドに

インテークマニホールド ツウ ヘッドガスケ

ット 17171-50030 を取り付け、シリンダーヘッ

ドに取り付ける 

⇒ ガスケットがずれないようにシール剤など

で取り付ける 
3) 17171 ガスケット，インテークマニホールドを

取り付ける 

⇒ 白ペイント側を上向きにする 

 

 16356テーパースクリュー

プラグ取り付け 

ＥＦＩテンパレチャー 

ホース取り付け
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５, インジェクターデリバリーパイプ付け替え 
1) 新品のインシュレータ(23291-41010)８個をイ

ンテークマニホルドに取り付ける 

2) 13808 スペーサーデリバリーパイプ２個を

13610 コンプレッサー本体 RH 側スタッドボル

ト２個所に取り付ける 

3) 新品の O リング(90301-07037)にガソリンを塗

布して、フエルインジェクターASSY に取り付

ける 

4) フエルインジェクターASSY を、フエルデリバ

リパイプおよびフエルデリバリパイプ No.2 に

取り付ける 

5) フエルデリバリパイプ RH をインジェクターと

一緒にスタッドボルトに純正ナット２個で取

り付ける 

⇒ 締付けトルク 21N.m(214Kgf.cm) 
6) 23280 フエルプレッシャーレギレーターを純正

のボルト２本で取り付ける 

⇒ 締付けトルク 7.5N.m(76Kgf.cm) 
⇒ Ｏリングにラバーグリス等を塗布する 
7) 13808 スペーサーデリバリーパイプ１個を

13610 コンプレッサー本体 LH 側スタッドボル

トリヤ側に取り付ける 

8) 13809 スペーサーＬＨデリバリーパイプを

13610 コンプレッサー本体 LH 側スタッドボル

トフロント側に取り付ける 

→ ナットは純正を再使用する 

9) フエルデリバリパイプ LH をインジェクターと

一緒にスタッドボルトにナット１個と BC820

ボルト１個で取り付ける 

→ ナットは純正を再使用する 

⇒ 締付けトルク 21N.m(214Kgf.cm) 
⇒ インジェクターが回転することを確認する滑

らかに回転しない場合は、Ｏリングのかみ込

みが考えられるため、インジェクターを取り

はずして再度Ｏリングを新品に交換して作業

を行う 
10) 23801 フエルラインＮｏ，１に 90210 コルゲー

トチューブを取り付け、デリバリーパイプＲ／Ｌ

に取り付ける 

→ ユニオンボルトは純正を再使用する 

→ ガスケット（90430-14008）は新品を使用する 

⇒ ユニオンボルト締付けトルク 31N.m(398Kgf.cm 
11) 13750 フエルパイプブラケットＮｏ，１をコンプ

レッサー本体のボルトをはずして仮止めする 

12) 13884 フエルパイプブラケットＮｏ，２を

BF612 ボルトで図の位置に仮止めする 

 

  

 

 

 13808 スペーサー 

13809 スペーサーLH 

BC820 

 13808 スペーサー 

 

13750 No,1 ブラケット

13884No,2 ブラケット

BF612 

ボルトをはずして

共締めする 

 

23801 フエルライン 

ユニオンボルト 
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13) フエルパイプ No,3 を純正ボルト３個と NL68A

ナット２個で取り付ける 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
14) フエルパイプブラケット No,1 を本締めする 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
15) フエルパイプブラケッ No,2 を本締めする 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
16) パルセーションダンパーを取り付ける 

⇒ パ ル セ ー シ ョ ン ダ ン パ ー 締 付 ト ル ク

39N.m(398Kgf.cm) 
⇒ パルセーションダンパーガスケットは新品

に交換する（90430-12026 １個） 
⇒ ガソリン漏れの原因となるためフエルパイ

プを無理に曲げないこと 

 
６, Ｖベルト交換 
1) 16361 Ｖベルトを左図の実線のように取り付け

る 

→ ベルトは仮に取り付ける 

 
７, コンプレッサー取り付け 
1) コンプレッサー取り付けの前に、16263 ウォー

ターバイパスホースＮｏ，２（700mm）をウォ

ーターバイパスジョイント側（エンジン側）に

取り付けておく（純正バンド再使用） 

2) ホースに 9011B プロテクター(760mm)を取り付け

る 

→ コンプレッサー装着後は作業性が悪い 

3) ウォーターインレットハウジングのボルト１本

をはずしておく（左図参照） 

 

 

4) BC860 ボルト６本および純正ナット４個を使

用してコンプレッサーを取り付ける 

⇒ コンプレッサーを垂直に均等に入れること。

エンジンヘッドに確実に接地していること

を確認してボルトナットを取り付ける 
⇒ 締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 
⇒ ウォーターバイパスパイプ・ホースと干渉

しないこと 
⇒ フエルラインを、ハーネスの間を通すこと

 

 

クランクシャフト 

コンプレッサー 

エアコン 

アイドルプーリＮｏ，２ ノーマルベルトレイ

アウト 

ボルトはずし ホース取り付け

 

NL68A 

NL68A 

ボルト 

ボルト
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5) BF825 ボルトと、NL68A ロックナットで 13751

ノーズステーを取り付ける（左図参照） 

⇒ ロックナット締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm) 
⇒ ハウジング締付けトルク 19N.m(194Kgf.cm) 

 
6) Ｖベルトを取り付ける 

→ テンショナーを押下げてベルトを取り付ける 

⇒ プーリセットボルトは左ねじを使用してい

るため右回転させるとプーリセットボルト

がゆるむ 
⇒ ベルトの溝が各プーリーにきちんと入って

いることを確認する 
⇒ ベルトと近いエンジンハーネスをベルトか

ら離れるように取り付ける 

 
８, フエルパイプＮｏ，２接続 
1) 〔１〕－１１ではずしたフエルチューブを‘カチ

ッ’と音がするまで差し込む 

2) リテーナを下に下げてロックする 

3) フエルホースをフエルホースクランプに取り付

ける 

⇒ 作業前にパイプおよびコネクターの接続部

に異物の付着や傷がないことを確認する 
⇒ 接続後コネクターを引っ張り確実に組み付

いていることを確認する 
4) フエルホースクランプを取り付ける 
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［３］ インタークーラーラジエター、

ウォーターポンプ、ホース取り付け 
１, ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨ

穴開け 
1) 前述［１］－２５ではずしたラジエターグリルサ

イドエアガイドＲＨに型紙（巻末参照）を当て、

中側を切り抜く 

2) 切り抜いたラジエターグリルサイドエアガイド

ＲＨを、クリップ４個で取り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 16517 インタークーラーラジエターロアステー

RH を BF815 ボルトで取り付ける 

⇒ 締付けトルク 21N.m(210Kgf.cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 16518 インタークーラーラジエターロアステー

LH を BF612 ボルトと 16519 ナットプレートで

取り付ける 

→ ナットプレートをメンバーの裏側から取り

付ける（○凸を穴にあわせる） 

⇒ 締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 16517 ロアステーRH 

BF815 

RH 

16518 ロアステーLH 

BF612

16519 ナットプレート 
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２, ラジエタートレー取り付け 
1) 16511 ラジエタートレーをラジエターロアステー

Ｒ／Ｌに取り付ける 

→ 穴位置は上図を参照 

2) トレーを BS615 サラボルトと NL68A ナット各

２個で取り付ける 

⇒ 締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm 
→ トレーの折りの高い方を前方にして取り付

ける 

 
３, ウォーターポンプ取り付け 

1)  16290ウォーターポンプに16551／16552ホース

および 16573 インレットホースバンド４個を取り

付ける（構成部品図参照） 

2) 16291 ウォーターポンプステーを BF612 ボルト

２本で 16510 ラジエターに取り付ける 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
→ ステーの方向に注意する（左下図参照） 

3) ウォーターポンプを 16292 ウォーターポンプク

ランプバンドでステーに取り付ける 

⇒ バンドとハーネスやホースが干渉しないこと 
→ ウォーターポンプについているラバーバンドの

位置をクランプバンドの位置にあわせる 

→ ウォーターポンプアウトレットはラジエタ

ーと平行に取り付ける 

→ ウォーターポンプの突起とステーの穴を合

わせる 

 
４, インタークーラーラジエター取り付け 

1) ラジエターをトレーの上にのせ、16512 ステーを

センターブレースにBF620ボルトとNL68Aナッ

トで取り付ける 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ラジエターと平行 

ラジエターと平行 

ステーの方向に注意する 

ラバーバンド 

３１ｍｍ
上端 

突起を穴にあわせる

 BS615 サラボルト BS615 サラボルト 

スポンジをめくってつける
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→ センターブレース裏側の溶接ナットに

BF620 を取り付け、溶接ナットの後ろ側にス

テーを NL68A ナットで取り付ける 

⇒ 締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm) 
16512 ス テ ー を ラ ジ エ タ ー に

BF612 
ボルトで取り付ける 
⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm) 
⇒ ウォーターポンプとコンデンサーのすきまを確

保する 

 
 

５, インタークーラーホース取り付け 
1) 16554インタークーラーアウトレットホース（太

い成型ホース）に 9013B メッシュプロテクター

を取付ける 

→ プロテクターの端をふくらませながらホー

スを挿入する 

2) インタークーラーアウトレットホースを配管する 

→ エンジンルーム側からラジエターサポート

RH の穴を通し、インタークーラー用ラジエ

ターの RH パイプに差し込む 

3) 16572 ホースバンドでホースをコンプレッサー

のリザーブタンク下部に取り付ける 

4) 16572 ホースバンドでホースをラジエター側に

取り付ける 

⇒ ファンシュラウドの突起部などがホースに当た

らないように配管する 

 
5) 16553 インタークーラーインレットホース（細

いホース）２本に 9012C メッシュプロテクター

を取付ける 

6) インタークーラーインレットホースを配管する 

→ エンジンルーム側からラジエターサポート

RH の穴を通し、インタークーラーラジエタ

ーの上をはわせる 

7)  16573ホースバンドでホースをコンプレッサー

に取り付ける 

8) 90464 ホースクランプを取り付ける（左上図参

照） 

9) ホースバンド 16573 でホースをウォーターポン

プ２個に取り付ける 

→ どちらのポンプに取り付けても良い 

→ バンドは止めずにおく（エア抜きの際ホース

をあけるため） 

10) 90464 ホースクランプを取り付ける（左図参照） 

  

 
16512 ステー 

BF612 

BF620 

NL68A 
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［４］ 補機類取り付け 
１, スロットルバルブ取り付け 

1) 22031 アダプタースロットルボディに 22271 Ｏ

リングを取り付け、アダプターを BC618 ボルト

４本でコンプレッサーに取り付ける 

⇒ 締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 
2) スロットル取り付け前に、スロットルバルブ下

側パイプ RH 側に、前述［２］－７－1)で取り付

けた 16263 ホースＮｏ，２（内径 8 L=700mm）

を取り付ける（バンドは純正を再使用する） 

3) スロットルバルブ下側パイプ前側に 16261 ホー

スＮｏ，１（内径 8 L=430mm）を取付ける（バ

ンドは純正を再使用する） 

4) ホースに 9011C プロテクター(460mm)を取り付

ける 

→ スロットルバルブ取り付け後は作業性が悪い 

5) はずしたボルト３本と BF650 ボルトでスロット

ルバルブをコンプレッサーに取り付ける 

⇒ 締付けトルク 14N-m(143Kgf-cm) 
→ ガスケットは新品を使用する 22271-50050 

6) 16261 ホースＮｏ，１をウォーターパイプ３ジ

ョイント部（オイルクーラーパイプ）に取り付

ける（バンドは純正を再使用する） 

 
２, ホースガイド取り付け 

1) 16561 インタークーラーホースガイドをサーモ

スタットケースボルトに共締めする 

→ 前述［２］－７－1)ではずしたボルトを再使

用する 

⇒ 締付けトルク 19N.m(194Kgf.cm 
2) 16261 ホースＮｏ，１を 82711 バンド２個でホ

ースガイドに取り付ける 

⇒ ボディおよび部品と無理な接触がないこと 
⇒ Ｖベルトとの干渉がないこと 

→ 16263 ホースＮｏ，２およびインタークーラ

ー用ホース３本はガイドの後ろ側を通す 

 
３, エンジンワイヤーハーネス取り付け 

1) エンジンワイヤーハーネスの RH 側ハーネスク

ランプ 2 箇所をフエルデリバリパイプのブラケ

ットに取り付ける 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

22271 Ｏリング 

BC618 

22031 アダプター 

 

16261 ホースＮｏ，1

BF650 

16263 ホースＮｏ，２ 

 

16561 ホースガイド 82711 ホースクランプ 



 

30 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2) エンジンワイヤーハーネス後ろ側のボルト２本

を取り付ける 

→ １本は 13884 ブラケットに取り付ける 

⇒ 締付けトルク 8.2N.m(83Kgf.cm 

 
 
 
 
 
 
 
 

3) 前述［１］－１６－4)ではずしたハーネスブラケ

ットおよびボルトをコンプレッサーに取り付け、

ハーネスを取り付ける 

→ 左図参照 

4) エンジンフックにハーネスを取り付ける 

 

 

 

 

 

 

5) コルゲートチューブのテープをはがし、スロットル

ポジションセンサーまでハーネスを延長する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) コルゲートチューブをカットし、ハーネスをテー

ピングする 

7) スロットルポジションセンサーのコネクターを

取り付ける 
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４, ラジエターアッパーホース取り付け 

1) 16571 ラジエターアッパーホースＮＯ，１、

16574 ホースＮｏ，２、16570 ラジエターアッ

パーパイプを純正バンド２個と 96136 バンド２

個で取り付ける 

⇒ Ｖベルトとのすきまを１０ mm 以上確保する

（ない場合はホースの回転方向を変えて調整す

る） 

 

 

 
５, エアインジェクター用ＶＳＶ取り付け 

1) エアインジェクター用ＶＳＶ ＡＳＳＹを

17343 カラー、BC655 ボルト、および 17341 ス

テー、BF812 ボルト、BF612 ボルト、NL68A ナ

ットで取り付ける（左図参照） 

2) コネクターをＶＳＶに取り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 90999 バキュームホースを取り付ける（左図①） 

→ コンプレッサーのバキュームパイプに取り

付ける 

4) バキュームホースをバルブに取り付ける（左図

②） 

5) プレッシャーレギレーターに前述［１］―１３―

1)ではずした純正バキュームホース（メッシュ付

き）を取り付ける（左図③） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

16571 ホースＮｏ，１ 

16570 パイプ

96136 バンド 

16574 ホースＮｏ，２

 
17341 ステーBC655 ボルト 

BF812 ボルト

17343 カラー 

BF612 ボルト

NL68A ナット

 

90999 ホース

① 

② 

③
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６, キャニスター用ＶＳＶ取り付け 
1) 前述［１］－１６ではずしたＶＳＶをコンプレッ

サーに取り付け、コネクターとホースを取り付け

る 

→ ホースはコンプレッサーの左図の位置に取

り付ける（バンドは純正を再使用する） 

→ ボルトは純正を再使用する 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
⇒ パイプ抜け止めの２段目を超えるまでホースを

差し込む。バンドは２段目より奥で止める 

 

 
７, ブローバイホースＬＨ取り付け 

1) 12262 ブローバイホース（内径 10 L=400）に

9011D メッシュプロテクターを取り付け、22031

スロットルアダプターのパイプとエンジンヘッ

ドカバーに取り付ける 

→ バンドは純正を再使用する 

 

 
８, ウォーターバイパスパイプ取り付け 

1) 16280 ブラケットを BF612 ボルトでコンプレッ

サーＲｒステーに取り付ける 

→ 長穴を後端にして中央の穴にボルトを取り

付ける（前端の穴に純正のＶバンクカバーブ

ラケット用のボルトを仮止めしておく） 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
2) ヒーターウォーターホースインレットとウォー

ターバイパスホースＮｏ，３に 16278 ウォータ

ーバイパスパイプＮｏ，１を取り付ける 

→ バンドは純正を再使用する 

3) 16280 ブラケットに 82711 バンドでパイプを固

定する 

⇒ ボディと１０ｍｍ以上のすきまがあること 
９, リザーブタンクホース取り付け 

1) 16556 リザーブタンクホース（内径 8 L=755）を、

16557 バンドを使用して、ヘッ

ダータンクに取り付ける 

2) リザーブタンクホースの反対側

に 16558 スリーウエイを、

16557 バンドを使用して取り付

ける 

3) 純正リザーブタンクのホースを

カットし 16557 バンドを使用し

て３ウエイをつなぐ（左図参照） 

 

 

 

16278 パイプ

BF612 ボルト

82711 バンド 

16280 ブラケット

純正ボルト 

 

16556 ホース 

16558 ３ウエイ 
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１０, Ｖバンクカバーブラケット取り付け 

1) はずしたバンクカバーブラケットＮＯ，２（後ろ

側）を純正ボルトで取り付ける（左図参照） 

⇒ ＲＨ側は 16280 ブラケットの上に純正ボルトで

共締めする 
⇒ ＬＨ側のブラケットとコンプレッサーステーの

間に WP613 ワッシャーを取り付ける 
⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 11255 エンジンカバーステーＲＨを BC812 ボル

トで取り付ける 

⇒ 締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 

 
 
 
 
 
 

3) 11256 エンジンカバーステーＬＨを BF612 ボル

ト２本で取り付ける 

⇒ 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 

 
 
 
 
 
 
 
 
１１, エアクリーナーケース取り付け 

1) ボルト 3 本で、エアクリーナ ASSY を取り付け

る 

⇒ 締付けトルク 5.0N.m(51Kgf.cm 
2) エアフローメータのコネクターおよびクランプ

を接続する 
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3) 17881 エアインレットホース、

17875 エアインレットダクト、

17882 ダクトホースを 17884 クラ

ンプ、17883 クランプを使用して取

り付ける（左図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 12261 ブローバイホース（内径 13 L=330）に

9012D メッシュプロテクターを取り付ける 

5) 純正ブローバイホースバンドを使用して 12261

ホースを取り付ける 

6) プレッシャーレギレーターのバキュームホース

をインテークダクトに取り付ける 

 
 
１２, マグネットクラッチハーネス取り付け 

1) 82217 マグネットクラッチハーネスをＡＣＩＳ

コネクターとマグネットクラッチコネクターに

取り付ける 

2) アースを図の位置のアース線と共締めする 

→ 余ったハーネスはテーピングする 

 
 
 
 
１３, ウォーターポンプハーネス取り付け 

1) 16290 ウォーターポンプ２個に 82116 ウォータ

ーポンプハーネスを取り付ける 

2) ヘッドランプ横のすき間からハーネスをエンジ

ンルーム内へ引き込む 

3) 左図の黄色線のようにハーネスをはわせる 

4) リレーボックスのカバーをはずす 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

17884 バンド 17883 バンド

17882 

 ホース 

17875 ダクト

17881 ホース 

 

ACIS コネクター

コネクター 

アース取り付け 

 バキュームホース12261 ホース
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5) リレーボックスに入るハーネスのタイラップを

ニッパーなどで切る 

6) リレーボックスに入るハーネスを上方に抜いて

はずし、ポンプハーネスを一緒にする 

7) ターミナルを図の位置に差し込む 

→ 青コネクターをはずし、コネクター図＃２２

の位置に黒リード線を取り付ける（コネクタ

ー図はハーネス側から見た図） 

→ 白コネクターをはずし、コネクター図＃１～

５の位置の空いた個所に赤リード線を取り

付けるコネクター図はハーネス側から見た

図） 

→ コネクターのロックを解除してから差し込む 

8) ヒューズ２個をボックスの空いた部分に押し入

れ、付属 9304A タイラップでハーネスを取り付

ける 

⇒ ボックスのふたを閉めてみて無理な力をかけな

いで閉まるようにヒューズの位置などを調整す

る 

 
１４, ラジエターグリル取り付け 

1) スクリューを 3 本と、クリップ 2 箇所でラジエ

ターグリルを取り付ける 

 
１５, エンジンＥＣＵ取り付け 

1) ＴＥＣⅡを取り付ける 

 
１６, インタークーラーウォーター注入 

1) ヘッダータンクから冷却水（ＬＬＣ５０％）を入

れる 

2) ウォーターポンプ側のアウトレットホースの上

側を少しはずしてエアを抜きホースを戻す 

⇒ 冷却水が出てきてエアがない状態まで冷却水を

流す 
⇒ ポンプ２個ともエア抜きする（片側ずつエア抜

きすること） 

 

 

 

 
ヒューズ位置 
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⇒ この位置にエアが残るとポンプの「カラ打ち」が発生し、ポンプが異音の発生やヒートしたり水が回らな

い場合があるため十分エアを抜く 
3) イグニッションをＯＮにして、ウォーターポンプが回転していることを確認する 

⇒ 音および感触で確認する 
4) ウォーターポンプのコネクターを片側ずつ取り付け、それぞれでエア抜きをする 

⇒ ヘッダータンクの泡が完全になくなるまで片側ずつエア抜きをする 
⇒ タンクの冷却水が動いていることを確認する 
5) ヘッダータンクいっぱいまで補充する 

⇒ キャップテスターを使用して冷却水の漏れを点検する（満水にした状態で 137kPa（１．４Ｋ g/cm2）の圧

力をかける） 

 
１７, 冷却水注入 

1) エンジン冷却水を入れ、エア抜きをする 

 
１８, 燃料コーションラベル・ベルトコーションラベル貼り付け 

1) 燃料コーションラベルをフーエルフィラーオープニングリッド（給油口リッド裏面）に貼り付ける 

⇒ レギュラーガソリンを入れた場合はエンジンが破損する可能性が高いため、必ず貼り付けること 
2) ベルトコーションラベルを純正ベルトラベルの上に貼り付ける 

 
１９, 純正部品取り付け 

1) 以下の部品を取り外しと逆の手順で取り付ける 

→ エンジンアンダーカバーＮｏ，２ 

→ カウルトップベンチレータルーバー 

→ フロントワイパアーム 

→ フロントフェンダ メインシール 

→ ラジエター サポート シール UP 

→ Ｖバンクカバー 

 

 
２０, 各部確認 

1) エンジンを始動して、アイドリングし、ベルトの干渉などがないか確認する 

⇒ 特にエンジン始動時や、レーシング時にベルトの干渉がないか確認する 
2) アイドリングが安定しない場合は、エンジンＥＣＵの学習値が安定するまで、アイドル放置および走行する 

3) コンプレッサーの過給は走行時の音（約２０００ｒｐｍぐらいからキーン音）で確認する 

→ レーシングで過給はしない 

→ 冷間時は過給しない 

4) 走行後ガソリン、冷却水の漏れ等を点検する 
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ラジエターグリルサイドエアガイド RH用型紙 

 

11 cm
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